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本日のメニュー

• 前回の宿題（高齢者救急搬送の現状）

• 令和6年度「第1回目座談会」について
（令和6年6月20日（木）13時30分～14時20分）

• 医師の働き方改革スタート3か月動向確認
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高齢者救急
について
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高齢者救急について
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「令和5年版 救急救助の現況」 救急編（総務省消防庁）



アドバイザー向け
研修について
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アドバイザー向け座談会
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アドバイザー向け座談会
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アドバイザー向け座談会
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アドバイザー向け座談会
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医師の働き方改革
スタート3か月
動向確認
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医師の働き方改革
医師の働き方改革スタート3か月動向確認
動向確認• 表向きは静かな滑り出し、だが裏側では医師の不満もくすぶり……

➢ 宿日直許可を取得している病院の勤務医から多くの不満の声

✓ 「宿日直許可を取得しているが、実態は寝られず救急対応している場合が多い。もし過

労死しても過重労働と認定されないこともあり得るので不安」（30歳代病院勤務医、呼

吸器内科）

✓ 「地域の中心となる2次救急病院で、十分な睡眠が取れないが、宿日直許可が下りてし

まった。しかも宿日直中の業務に対する時間外手当も出ない。この明らかな違法状態へ

の対応を検討中」（40歳代病院勤務医、消化器内科）

✓ 寝不足の状態で翌日の手術に臨まなければならなかったり、見かけの業務量を宿日直許

可基準に収めるため、宿日直時の時間外申請を出さないよう上長から指示されたケース

も生じている。

✓ 多くの医療機関が宿日直許可を取得したことで、一見すると、穏やかな船出に見える医

師の働き方改革。しかし、水面下では医師の不満がくすぶり、病院経営にも収支両面で

影響を与えている。最も避けなければならないのは、地域の医療提供体制への波及だ。

地域や診療科によっては、救急をやめるなど診療体制を縮小している医療機関や大学か

らの派遣医師が減っているケースも出てきている。加納氏は、「今後、国内の医療体制

にどのような影響が出てくるか、注視しなければならない」と語る。

11働き方改革をきっかけに“病院間格差”が広がる？ 日経メディカル2024/06/18



12医師の勤務実態について 第18回医師の働き方改革の推進に関する検討会 令和５年10月12日
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